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実現方策第7章

新水道ビジョンの計画を見直す際には、
「計画の立案（Plan）」→「計画の実施（Do）」
→「計画の点検・評価（Check）」→「計画の
見直し（Action）」の連鎖である「PDCAサイ
クル」により実施することが必要です。こ
のサイクルを経ることにより、当初計画の
目標や実現方策推進に伴う問題点、実現方
策の有効性などを確認しながら、必要に応
じて見直し、修正を行う予定です。
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①水質検査地点の見直し

③直結式給水の普及

④水安全計画の策定

①配水場内配管の耐震化

②幹線水道管等の耐震化

②応急給水拠点の整備

④緊急水源の水質対策

⑤消火栓の適切な配置

①水道広域化の検討

②承認基本水量の適正化

③設備台帳の整備

②官民連携の検討

（1）
安全な水の供給

（2）
安全な水への理解

（3）
水道施設の耐震化

（4）
水道施設の
計画的更新

（5）
災害対策の強化

（6）
広域化の検討

（7）
運営基盤の強化

（8）
民間活力の活用

②連続自動水質監視装置
　の設置検討

①安全・信頼される水道
　への取組

②管路更新計画の見直し
　及び計画的な老朽管の
　更新

①配水場の更新方法の
　検討

①上水道施設管理センター
　等の有効活用

①財政計画に基づく
　事業経営

③マニュアルに則した
　訓練実施

①外部委託による民間活力
　の活用及び経費削減
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見直しの検討を受けた対応

機能強化の実施

検討結果を
受けた対応

耐震工事の
実施

実施

計画に基づく水質管理の運用

耐震管に布設替え

設備の維持・管理

普及の推進

水道水質検査計画及び結果の公開、水源地見学会の実施

5階以上
検討

基本計画に基づいた耐震化の実施 基本計画
見直し

計画に基づいた老朽管の更新

外部委託の継続・業務内容の検討

承認基本水量の適正化の継続

広域化の検討

消火栓の適切な配置と消火栓設置密度の維持

経営戦略に基づいた計画的で安定した事業経営

工事施工における官民連携について情報収集

更新計画
見直し

体制の整備及び訓練の実施訓練方法
検討

給水ルートの耐震化、応急給水訓練の開催拠点の
追加

拠点の
追加

図8.1　実現方策推進のPDCAサイクル

計画の立案：計画の策定
本ビジョンの基礎となる水量等については、現時点で想定される要因（人口動態や水需
要の動向や実績等）に基づくものであり、今後の社会情勢の動向によっては大きく変化す
る可能性があります。これら要因の変化を適切に捉え、ビジョンの見直し・策定に反映
します。

P

計画の実施：計画の実施と進捗状況の管理
本ビジョンに掲げた実現方策については、個別の実施計画の策定や、予算化するなど
して取り組みます。　
各年度の進捗状況は、業務指標による目標値が設定されている場合には、各年度で業
務指標の値を管理します。業務指標による目標値で管理できないものについては、ビジョ
ンで定めた実現方策の検討・実施状況を各年度で管理します。

D

計画の点検・評価：達成度の評価の実施
ビジョンで定めた目標値又は実現方策の内容を達成できているかの評価を実施するこ
とにより、実現方策の成果や効果を把握します。本ビジョンの計画と実施状況に大きな
かい離が生じることが懸念される場合は、実現方策進捗の障害となる問題が発生してい
ると考えられるため、その原因等の把握に努め、次の未達成目標への対応につなげます。

C

計画の見直し：未達成目標への対応
行財政改革、さらなる経営効率化の要求など、実現方策の進捗に影響を及ぼすような
外的・内的な要因が生じることも考えられ、実現方策の進捗段階に応じて、未達成の項
目に対しては、業務指標の見直しや改善策の検討を行います。
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